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あらまし：現在，高齢化は社会的な問題である．その中で，テクノロジを高齢者支援に活用している例が

存在する．そのように，テクノロジを活用することで，高齢者支援の場に新たなサービスを提供すること

が出来る．そこで本研究では，Web テクノロジの観点から高齢者支援について考え，リアルタイム姿勢

推定を用いた高齢者支援アプリケーションの開発を行う．  
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1. はじめに 
現在，高齢化は社会的な問題である．内閣府の調

査によると，平均寿命の延伸による 65 歳以上人口の

増加と、少子化の進行による若年人口の減少が高齢

化問題の原因である．65 歳以上の高齢者の死亡率は，

1950 年の 71.5 から，2012 年には 35.5 となっている

のに対し，合計特殊出生率は 1956 年に 2.22 だった

ものが 2012 年は 1.41 となっている． 
高齢化が進むにつれ，高齢者支援サービス，ツー

ルの需要は高まっていく．しかし同時に支援を行う

立場である若者の数も減っているため，質や量は低

下をしてしまうと考えられる．そして現在も，様々

な支援サービスやツールが作られているがさらに多

様化させなければこの問題の解決へ進むことはでき

ないと言えるその中で，ロボット工学のテクノロジ

を高齢者支援に活用している例が存在する．介護施

設で高齢者とのレクリエーションに利用されている

「パルロ」は，ロボット工学のテクノロジが高齢者

支援に活用されている．このように，テクノロジを

活用することで，高齢者支援の場に新たなサービス

を提供することが出来る． 
そこで本研究では，Web テクノロジの観点から高

齢者支援の方法について考え，リアルタイム姿勢推

定を用いた高齢者支援アプリケーションの開発を行

う． 
 

2. 高齢者支援 
現在も，様々な形で高齢者支援システムは存在し

ている．そしてさらに支援を拡大，充実させていく

ためには，これからも支援システムを開発し充実さ

せていく必要がある．支援システムは，どのような

高齢者にも適切で充分な支援を行うことができると

いうことがとても重要である．高齢化が進む中でも，

高齢者一人ひとりの様子や状況に合わせた支援がで

きれば，より高齢者に寄り添った支援が実現できる． 

3. リアルタイム姿勢推定 
ここで，リアルタイム姿勢推定システムについて

考える．リアルタイム姿勢推定のシステムを用いれ

ば，高齢者の様子を把握することが出来る可能性が

ある．リアルタイム姿勢推定とは，取得した映像デ

ータから即時に被写体の体とその主要パーツの位置

関係を認識し，被写体の姿勢を推定することが出来

るというものである．そして実際に，Web でリアル

タイムに人間の姿勢を推定できる機械学習モデルで

ある PoseNet を学習，そしてテストプログラムを作

成し，どの程度被写体の様子を把握できるかを確か

めた． 
１で触れた「パルロ」は，高齢者のレクリエーシ

ョンとして旗上げゲームをする機能を持っている．

音声とともに一緒に旗を上げてくれるという機能で

ある．そこで，リアルタイム姿勢推定を用いた旗上

げゲームを作成すればカメラからのデータを使用し，

クリア判定など高齢者の様子に合わせた機能も追加

出来ると考えた． 
そして実際に，現在 PoseNet を使ってレクリエー

ションのための旗上げゲームを作成している（図１）．

カメラからの映像を画面に表示し，手首の位置を推

定，その位置により旗を表示する． 
 

 
図１ 実行画面 
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ここで，ユーザの環境の違いによる誤判定などの

問題がある．現在作成している旗上げゲームにおい

て，２つの状況において正しい姿勢推定が出来てい

ないことを確認している．１つが光の当たり方によ

り手が白く映る，白飛びが起きてしまっている場合

である．その問題が発生している例が図２であり，

右上の照明が右手に当たり右手が白飛びしており，

それにより手として認識出来ず，左手を右手と推定

してしまっている．もう１つが，ベージュ色の長袖

を着用している場合である．この問題が発生してい

るのが図３である．肌の色に近いベージュ系の色の

長袖の服を着用している場合，手首の位置を正しく

推定できず，様々な場所を手首だと推定してしまう．

そのため，両手首付近を旗が飛び交ってしまう現象

が発生し，望んだ実行結果とならない．ただし，袖

が肘の位置までであれば，正しく推定出来ている．

ベージュ色の袖と手首を正しく識別出来ておらず，

この問題が発生していると考えられる．これらの問

題は，アプリケーションを実際に使用する際大きな

問題となる．使用する場所や，高齢者の服装によっ

て不具合が発生してしまう場合ため，必ず改善しな

ければならない．現在，推定に使用する値の変更な

どにより，この問題の解決に向けて取り組んでいる． 
もう１つの問題が，読み込み速度の遅さである．

非同期処理によってビデオソースと PoseNet を読み

込んでいるが，現段階ではかなり待機時間が発生し

ている．ユーザの快適性のためにもこの問題を解決

しなければならない． 
 

 
図２ 手の白飛びによる誤判定 

 

 
図３ ベージュの長袖着用による誤判定 

4. 高齢者支援アプリケーション 
本研究ではユーザとなる高齢者自身が使用できる，

リアルタイム姿勢推定システムを用いた支援アプリ

ケーションの開発を行う．リアルタイム姿勢推定に

よって高齢者の様子を把握することにより，高齢者

一人ひとりに寄り添った支援を実現するための手段

としての新しい方法の提案をする．GUI は，実際に

使用する高齢化にとって使い易いデザインでなけれ

ばならない．そのため，身近なユーザの高齢者であ

る祖父母に協力してもらい，検討していく．プロト

タイプ作成後，実際に祖父母などユーザとなる高齢

者自身に一定期間使用して貰い，フィードバックを

得る．そこで得たフィードバックを反映させ，より

高齢者にとって易しいアプリケーションに仕上げて

いくという形を何度も繰り返す． 
 

5. 今後の課題 
今後は，旗上げゲームを完成させ，これについて

もフィードバックを貰い，そこでの知見を活かして

研究内容についてさらに具体的に検討し，その目的

に沿ったシステムの要件設定をする必要がある．さ

らに，高齢者にとって良い GUI についての調査も行

わなければならない．また，使用する PoseNet の精

度と処理の高速性の課題も解決しなければならない．

要件設定と調査が終わり次第取り組みこれら全てを

4 月までに解決させる．4 月からはアプリケーション

の本格的な開発を行う．6 月までにはプロトタイプ

を完成させる． 
その後，速やかに高齢者の協力のもとで、プロト

タイプの評価実験を行う．次に評価実験で得られた

知見をもとに，アプリケーションの改良を行う．最

後にそれら成果をまとめ論文執筆を行う．この開発

により高齢者の生活に寄り添った支援を実現するた

めの手段としての新しい方法の提案をするため，こ

の研究を進めていく． 
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